
１.本研究の背景と研究の目的

我が国における学校に設置されているプールの普及

率は、世界の他の国々を見渡しても極めて高いと言わ

れている。その背景には、昭和30年頃に水難事故が頻

発したことにあり、それによって、すべての児童に泳

ぎの技能の学習機会を与えるべく、学校プールの整備

と学習指導要領で水泳学習が位置づけられ、今日に至

っている(土居・下永田、2009)。

しかしながら、水泳教育環境の充実に反して、水に

関する事故が今でも後を絶たない。年々減少傾向には

あるものの、2016年は1505件の水難事故が発生してい

る(警視庁、2017)。

その背景として、水泳は技能の両極化が顕著であり、

泳げる児童とそうでない児童の差がはっきり表れやす

いことが挙げられる(三輪・本間、2010)。そのため、

泳げない児童は、学年が上がっても泳力が向上しない

ままとなってしまう。また、泳げるといっても、プー

ル内に限定された泳力であり、海や川などの自然水域

での実用性に乏しい。こうした中で、これからの学校

体育における水泳学習は、競技スポーツとしての水泳

を学習するだけではなく、安全確保を目的とする水泳

を学習する機会としても見直されるようになっている

(松井、2017)。

競技スポーツとしての水泳や安全確保を目的とする

水泳の両者を統一する技術として「浮くこと」があげ

られる。「浮くこと」は、スポーツ競技としての水泳に

おいて推進力を生むための基礎的な技術であると同時

に、水難事故から身を守るための呼吸を確保するため

に不可欠な技術である。これまで、わが国における学

習指導要領においても、戦後当初から「浮くこと」は

学習内容とされていた。その背景には、当時、学校プ

ールの環境が未整備であり、海や川での水泳学習も実

施されることが想定されていたと考えられる。その後

も、中学年を中心にして泳法獲得のための基礎的技術

として、「浮くこと」が学習内容とされた。さらに、2020

年実施の新学習指導要領においては、これまで泳法獲

得の観点から「浮く・泳ぐ運動」が明記されていたが、

安全の確保の観点からも「浮くこと」が指導内容とさ

れるようになった(表１)。

そこで本研究では、競技スポーツとしての水泳だけ
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でなく、安全確保を目的とする水泳の観点から、「浮く

こと(本研究ではふし浮き)」を基礎技術として位置付

けた水泳指導に着目した。特に、「浮くこと」の習得が

重要視されてきた中学年を対象にする。

小学校中学年において、「浮くこと」を基礎技術に位

置付けた水泳指導に関する事例研究には、成家ら

(2013)や金沢・吉永(2014)、本間(2011)、鈴木・森(2014)

らの報告がある。その中でも、成家ら(2013)は、「感覚

的アプローチ」による実践の中で、浮き感覚を習得す

ることは、水中での動作を知覚するのに効果的である

と報告している。また、金沢・吉永(2014)は、面かぶ

りクロールの習得を目的とした学習指導で、浮くこと

をプログラム前半で設定したことが、面かぶりクロー

ル習得に有効的であると報告している。本間(2011)に

おいても、浮くことを基礎技術とした指導内容の系統

的指導によって、泳げない一般大学生が泳げるように

なった事例を報告した上で、小学校低・中学年期で浮

くことを十分に経験させておくことの重要性を説いて

いる。

上述した研究においては、「浮くこと」が水泳の技能

向上に有効であり、また小学校の段階から習熟すべき

技術であることを解明している。しかし、いずれの研
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表１ 学習指導要領における「浮くこと」に関する記述内容の変遷

(文部省(1947・1949・1953・1958・1968・1977・1989・1998)、文部科学省(2008・2017)より抜粋)
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究においても、小学生を対象にして、技能下位児童に

対する詳細な指導法やそのときの児童の様子、また、

その心理的効果については言及されていない。三輪・

本間(2010)が述べるように、水泳の技能は両極化が顕

著となっており、技能下位児童が「浮くこと」を習得

できる指導法の開発が求められていると言える。特に、

水泳が苦手な児童は技能面だけではなく、心理的な課

題も抱えている。そのため、水泳が苦手な児童に着目

して、「浮くこと」がどのように習得され、技能向上に

影響を与えるのかについての研究が必要となる。その

ことは、すべての児童が「浮くこと」を習得し、水か

ら身を守ることができるようになるといった安全確保

を目的とする水泳の観点からも意義がある。

以上より、本研究では、「浮くこと」を基礎技術とし

て位置づけた水泳指導において、技能下位児童の技能

習熟プロセスの分析を通してすることで、技能下位児

童における「浮くこと」を指導することの有効性を検

討する。

２.研究の対象と方法

２.１.実践概要

２.１.１.実践時期及び実践対象

授業は、2016年６月下旬から７月中旬に、Ａ県Ｂ小

学校３年生38名(内訳：男子21名、女子17名)を対象に

実施した。授業担当者によると、学級の雰囲気は、人

間関係に問題はなく、とてもよい雰囲気であり、学習

においても、意欲的に取り組む児童が多くいたという。

また、授業担当者が行う他教科の授業では、ペア・グ

ループ学習に常に取り組んでおり、男女とも互いに意

見を交流し学び合う関係ができていた。体育授業に関

しては、１学期初めから体育大会(運動会)に向けての

取り組みがあったため、本実践が３年生になって初め

て本格的に系統的学習に取り組んだ実践であった。

本実践は、教師歴10年目(実践当時)で、体育を専門

としている教師によって担当された。授業担当者は、

「浮くこと」や「ドル平泳法 」を指導内容の中核と

した実践に、これまで６年間取り組んできた。また、

2016年度より、勤務地の近隣校の教師と共同で「浮く

こと」や「ドル平泳法」の指導内容に関する実践研究

にも取り組んでおり、2017年度に共同研究者のうち１

名が代表して実践発表もしている(廣岡、2017)。

授業担当者は、出原の学習集団論(出原、2004)に学

び、新規採用時より、すべての児童が「わかる」「でき

る」「かかわる」体育授業を目指し実践してきた。技術

ポイントが「わかる」「できる」ためには、他者と「か

かわる」こと、つまり、ペア・グループ学習が欠かせ

ないと考えている。

本研究が対象とする授業においても、技能が異質な

児童同士でペアとなって学習を進めた。他者との比較

を通して、うまくなっていく筋道や技術の科学を学び

取り、技術認識を深められる授業を目指した。また、

欠席者が出たときなど、人数の都合上、ペアを組めな

いなどやむを得ない場合のみ、トリオで学習を進めた。

２.１.２.学習経過

授業は、天候の状況により中止になることもあり、

全８時間で行われた。なお、１単位時間あたり90分間

の授業であった 。

学習経過については、表２の通りである。

２.２.分析対象児について

本研究においては、学級内においても技能習熟が著

しくなされていない技能下位児童を分析対象とする。

授業担当者により、泳げず、かつ、水泳学習に強い不

安を抱いていた以下の２名が抽出された。また、２名

は、事前アンケートでも水泳学習について苦手と回答

していた。

①Ｒ(女子児童)

Ｒは、水泳学習に対する不安感を、本実践が始まる

1週間ほど前から話していた。特に、入水前に浴びるシ

ャワーのことを気にしており、それを「地獄のシャワ

ー」と表現していた。以下は、実践前に書いたRの感想

文である。

水がきらいだし、およげないし、めっちゃプール

なんかきらい。

短い文章ではあるが、水泳を否定的に捉えているこ

とが読み取れる。しかし、実際の様子は予想を超え、

シャワーを浴びることすら拒否するなど、水に対する

抵抗感はかなり大きいものであった。

なお、Ｒは、２年生後半に他校から転入してきたの

だが、プール工事の影響で、２年生では水泳学習を受

けていない。つまり、本実践は、２年ぶりの水泳学習

であった。

②Ｍ(女子児童)

ＭもＲと同じく、水泳学習に対する不安感を、本実

践が始まる１週間ほど前から話していた。また、以下

の感想文からは、水泳学習だけでなく、自宅でのお風

呂ですら否定的なことが読み取れる 。

わたしは、小さいころから水・おゆがきらいでし

た。もともとかおに水・おゆがかかるのがきらいで

した。２年生がおわったぐらいの春休みと２年生の

３学期ぐらいにおふろでかおつけのれんしゅうをし

ました。だけど、およげるかどうかはわからないの

で、今もふあんです。うかべるかどうかもふあんで

す。本番はがんばれるといいです。
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２.３.研究方法

２.３.１.授業記録

授業担当者は、毎時間終了後、指導内容や児童の様

子(着目児２名を中心に)を文章で記した。また、毎時

間の授業の様子を、デジタルカメラ１台を使用し、動

画撮影していた。収集したデータは、分析時に活用し

た。

２.３.２.学習カードについて

児童には、毎授業後、教室に戻ってから学習カード

を記入させた。学習カードには、その授業で学習した

運動の図を掲載している(図１)。児童は、単元開始時

に、「吹き出しで大切なポイント(わかったことやでき

たこと)、がんばったところなどを書きこもう」と指導

を受けている。加えて、吹き出しを、技能に関わる部

位にピンポイントに記入することも指導されている。

なお、毎時の具体的な書き込み指導(加筆や修正など)

は行っていない。

また、授業担当者は、児童それぞれによって記入さ

れた内容を次時までに整理し、学級全体の学習カード

としてまとめた。それを教室内に掲示し、児童にはそ

の都度、見るように伝えていた。

２.３.３.感想文について

児童には、毎授業後、教室に戻ってから感想文を記

入させ、授業担当者が回収した(図２)。児童は、単元

開始時に、「今日の授業の感想を書きましょう(わかっ

たこと・わからなかったこと、できたこと・できなか

ったこと、友達に教えてもらったことなどを50字以上

でまとめて)」と指導を受けている。なお、毎時の具体

的な書き込み指導(加筆や修正など)は行わず、題目に

従って、自由記述させた。

書かせた感想文は、授業担当者が全児童分を一覧に

まとめ、次時までにまとめたものを学級全員で読み合

いをし、次時以降の課題形成などを行っていた。

３.授業の実際と成果

以下、着目児２名の技能習得のプロセスと感想文記

述の変容をもとに、実践を分析していく。

第１時 オリエンテーション(教室にて)

初入水時の前日に、今年度の水泳学習のオリエンテ

ーションを行った。児童らとは、以下のような水泳学

習の目標を確認した。

教育目標：学校水泳では、水から自分自身を守るた

めの技能を身に付けること。

学習目標：そのために、「浮くこと」を中心とした技

能を身に付けることができること。

学習内容：「浮くこと」を中心とした技術学習。
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表２ 学習経過

図１ 本実践で用いた学習カードの一例

(使用した図は、牧野(2009)p.27から引用)

図２ 本実践で用いた感想文用紙
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第２時 いろいろな浮き方をしよう

第２時の学習内容は、以下の①②である。これらは、

前学年の既習事項であった。

①潜る(10秒間)

②様々な姿勢での浮き方(図３)

学習①は、「水の中に途中で顔を出さずに10秒間潜る

ためには、(潜る前に)何をすればいいの 」と発問し、

「空気をしっかり吸う」という正答を取り上げ、全体

で共有した。

学習②では、「空気をしっかり吸う」ことに加え、「吸

った空気を水中で吐かなければ、浮くことができる」

ことを全体で共有した上で、様々な浮きに取り組んだ。

また、この学習②から、ペア学習に取り組んだ。具

体的には、浮いてきたら背中が水面に出るので、背中

が水面まで出たら、ペアの子はその背中を軽くタッチ

して合図する、という学習方法である。水中では認識

することが難しい姿勢制御であるが、このように浮い

た事実が「わかる」ことで、「できた」と認識すること

ができる。

途中、「大の字浮き」は体が浮いてこなかった児童が

多かったため、浮ける児童とそうでない児童で、体の

使い方がどう異なるのかを比較した。そして、児童た

ちには、体が浮かない原因が、あごを引いているかい

ないかの違いであることを発見させた(図４)。

第２時におけるＲとＭの様子だが、水泳学習初日で

は、入水前に「浮くこと」を中心に学習を進めていく

ことを再確認した。その後、シャワーを浴びるときに、

Ｒが大泣きして立ち止まっていた。その隣には、Ｍも

いた。彼女らとは、「水圧をかなり下げてシャワーを浴

びる」という合意を取り付けていたが、水に対する抵

抗感は予想以上のものだった。

何とかシャワーを浴びたものの、水を常に怖がって

いた。そのため、学習②では十分にペア学習ができな

かった。もちろん２名とも何度もチャレンジしたが、

浮くことすらできず、水に顔をつけることで精一杯だ

った。特にＲは、顔どころか、鼻しかつけることしか

できていない。だが、これまでこれさえできなかった

ので、少しでもできたことにとても上達した気分にな

ったと、のちに話してくれた。下記のＲの感想文から

も、相当な喜びだったということが理解できる。

今日、プールで、はなまでつかれるのができてう

れしかったです。じごくのシャワーが１回目はホー

スだったけど、２回目はじごくのシャワーでよわく

してくれたからできました。ありがとうございまし

た。(Ｒ)

第３時 ふし浮きをしてみよう

第３時の学習内容は、前時の復習として③・④、浮

くことの発展学習として⑤、そして、前学年の既習事

項である⑥であった。

③浮く・潜るときは、空気をしっかり吸い、空気を

ため込む。水中では吸った空気を吐かない。

④浮くときは、あごを引く（プールの底・へそを見

るように）ことを意識する。

⑤グループで「大の字浮き」にチャレンジする。

⑥ふし浮きの復習。

学習⑤は、ＲとＭも含め、まだ浮けない児童が、グ

ループ学習を通して、技能向上を目指したものであっ

た。また、グループ学習の間、ＲとＭを個別指導でき

ることも、これを行った別の理由であった。

ＲとＭの課題は、前時の様子から水に顔をつける前

に空気を十分に吸えていないことだった。または、仮

に空気を吸えていても、水中で吐いてしまうことで息

苦しくなっていた。そこで、個別指導では学習③・④

を改めて丁寧に解説し、５秒間(これまでの半分)潜る

ことから練習を始めた。その際、授業担当者は手を持

ち、顔の目の前で時間を指折り数えるなどし、恐怖感

をなるべく感じさせないような配慮をした。同様の練

習を繰り返し行った結果、彼女らは、次第に水に顔を

つけられるようになった。以下のＲ・Ｍの感想文から

も、顔をつけられるようになったことで恐怖心がやわ

らぎ、学習・課題を意識できるまでに至っていること

が読み取れる。

今日、プールで、はじめははなまでしかつけれな

かったけど、今日、はじめてかおを10秒間つけれて、

うれしかったです。また、次のプールのときは、う

かべるようになりたいです、そのためには、コツを

技能下位児童への水泳指導に関する研究

図３ 様々な姿勢での浮き方

(学校体育研究同志会(2012)p.55から引用)

図４ 浮き姿勢の比較

(学校体育研究同志会(2012)p.55から引用)
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おしえてください。(Ｒ)

今日は第２回目のプールです。今日は先生のおか

げで、かおをつけれました。すごくうれしかったで

す。そして、次はふしうきです。なんとなくできた

と思います。(Ｍ)

個別指導後は、学習⑤に取り組んだ。Ｒ・Ｍとも浮

けなかったが、グループの仲間に励まされ、水に顔を

つけることはできていた。

第２時の最後に、全児童で学習⑥のふし浮きを試し

たが、Ｒ・Ｍとも水に顔をつけることで精一杯で、す

ぐ顔を上げ立っていた。

第４時 息継ぎをマスターしよう

第４時の学習内容は、以下の⑦⑧である。前時のふ

し浮きの様子から、単元計画を修正し、「息継ぎ」の学

習を行った。

⑦息継ぎ(立位、歩きながら、大また歩きで)。

⑧水中から顔を上げるときは、「息をしっかり吐き、

その後、しっかり吸う」。

息継ぎに必要な技能として、「空気をしっかり吸い、

空気をため込む。水中では吸った空気を吐かない」こ

とは、第３時の学習と同様である。それに加え、学習

⑧が欠かせない。

息継ぎの学習は、まず立位で行った(図５)。その際、

「イチ、ニイ、サァ～ン、パッ」という教師が言うリ

ズムに合わせながら行った。

次は「歩きながらの息継ぎ(腕を前方に出して)」を

行い、その発展として、「大また歩きからの息継ぎ」を

行った(図６)。

第４時のＲ・Ｍの様子だが、ペア学習の相手児童の

力を借りながら、息継ぎの技能を確実に身に付けられ

た。下記の感想文から、その様子が読み取れる。

今日は、３回目のプールです。今までもっとプー

ルをするはずでしたが、雨のせいでできませんでし

た。今日は、いきつぎのじゅぎょうをしました。リ

ズムは「1、2、3、パッ」です。わたしもなんとなく

できたなと思いました。(Ｍ)

今日、いきつぎを学びました。「1、2、3、パッ」

というものです。あと、歩いて「1、2、3、パッ」と

いうものと、大またの方です。ぜんぶできました。

できたのがうれしかったです。(Ｒ)

第５時 「大また歩きからのふし浮き」をしよう

第５時の学習内容は、以下の⑨～ である。前時の

最後に行った「大また歩きでの息継ぎ」と、新たに「大

また歩きからのふし浮き」に取り組んだ。

⑨息継ぎ(大また歩きで)

⑩ふし浮き(大また歩きからの)。

ふし浮きのときは、あごを引く(プールの底・へそ

を見るように)ことを意識する。

まず「大また歩きでの息継ぎ」の学習では、前時の

復習であると同時に、学習⑩のふし浮きを想定し、児

童には「あごを引く(プールの底・へそを見るように)」

ことに意識させ、ペア学習を行った。

その後、「大また歩きからのふし浮き」に取り組ん

だ。既習事項でもある学習 を確実に習得するために、

ペア学習では、次の方法で取り組んだ。頭(後頭部)が

水面から出たら、頭を「トントン」と軽くタッチして

合図する、という学習方法である。

第５時のＲ・Ｍの様子だが、Ｍは体調不良で見学だ

った。Ｒは着々と技能を習得できていたが、以前から

少し気になることがあった。それは、潜る際、顔の表

面しか水につけていなかったことだった。本人に聞く

と、「耳に水が入る」のが気になっていたと話してい

た。

そこで、図７のような個別指導を行った。まずは、

口や鼻まで水につかり、その次は目まで、そして、最

後に頭の先までつかり、授業担当者の顔を見る、とい

う細かいスモールステップを設定した学習を行った。
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図５ 立位での息継ぎ

(学校体育研究同志会(2012)p.57から引用)

図６ 歩きながら・大また歩きからの息継ぎ

(学校体育研究同志会(2012)p.59から引用)

図７ 顔つけのスモールステップ

(学校体育研究同志会(2012)p.57から引用)
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この指導で、Ｒは、すぐに頭の先までつかることが

でき、その後はペア学習に取り組んだ。

ペア学習後、Ｒは、頭の先まで潜る練習を、個人で

何度も行っていた。この個人練習でかなり手応えを感

じ、自信がついたと授業担当者に伝えに来た。このよ

うに「できる」技能が増えるにつれ、Ｒは水への恐怖

感を克服していった。それが学習意欲の向上につなが

った。

それと関連して、学習が進むにつれ、Ｒの感想文に、

ペア学習の相手児童の様子やアドバイスが書かれるこ

とが多くなってきた。これは、前述のとおり、水への

恐怖感を克服していくにつれて心理的余裕が生まれ、

他者の様子を観察できるようになったと考えられる。

今日、プールで、いきつぎをＹとしていたら、Ｙ

ができてたけど、頭が出ていました。わたしは、は

じめ出ていたけど、先生とれんしゅうして、頭まで

つかれるようになりました。そして、いきつぎがで

きました。Ｙもがんばったと思います。（Ｒ）

第６時 「ふし浮きからの息継ぎ」をしよう

第６時の学習内容は、以下の である。同時並行

で、ＲやＭなど技能下位児童への個別指導も行った。

ふし浮き(大また歩きからの)

息継ぎ(ふし浮きからの)

Ｒは、前時で頭の先まで水につけられるようになっ

たが、一向に浮けなかった。Ｒ・Ｍともに、いまだに

水への恐怖感があると話していた。そこで、図７の顔

つけの学習のようなスモールステップを設定した。ま

ずは、プールの中にある段差を持ちながら、浮くこと

に慣れ親しむことから始めた(図８)。この学習の前に、

Ｍは第５時が見学だったので、顔つけのスモールステ

ップを指導した。

この学習当初は、水への恐怖感から、手足が完全に

力み体が浮かなかったが、次第に足が浮くようになっ

た。そして、手を段差から離すように指示すると、大

の字浮きをすることができた。その後は、ダルマ浮き

も同様にできるようになった。下記はＲとＭの第６時

の感想文である。

プールで、大の字ができました。じごくのシャワ

ーは、さいごに４回できました。ペアのＣさんとや

っていたら、頭が出ていました。おしかったです。

でも、がんばったと思いました。わたしもがんばり

ました。（Ｒ）

今日は、大またで、「1、2、3、パッ」をしました。

その間に、Ｒと私で、先生と耳までつけるのと、う

かぶことをれんしゅうしました。できました。今日

のプールがすごくたのしかったです。７月も８月も

やりたいです。（Ｍ）

その後、ＲとＭは、再びペア学習に取り組んだ。Ｒ

の感想文にも書いてあるように、ペア学習の相手児童

の「頭が出ている」ことも観察できており、ペア学習

が充実していたことが読み取れる。

「大また歩きからのふし浮き」の復習を終えると、

次は、学習 「ふし浮きからの息継ぎ」に取り組んだ

(図９)。

これは、ふし浮き姿勢になり、浮いてきたら息継ぎ

を行う。息継ぎの際は、両手で水を軽く押さえるよう

にし、その後、ゆっくり立つ。この運動は、次の学習

課題である「ふし浮き呼吸」の動作に限りなく近い。

第７時 「ふし浮き呼吸」をしよう

第７時の学習内容は、以下の である。

息継ぎ(ふし浮きからの)

ふし浮き呼吸

第６時の学習 では、十分に浮かないまま息継ぎし

てしまい、口に水が入ってしまう児童が多くいたこと

が課題であった。そこで、学習 では、十分に浮いて

から息継ぎすることを意識づけるために、第２時で行

った方法で、ペア学習を再び取り組んだ。

その次に、学習 の「ふし浮き呼吸」に取り組んだ

(図10)。

技能下位児童への水泳指導に関する研究

図９ ふし浮きからの息継ぎ

(学校体育研究同志会(2012)p.59から引用)

図８ 浮くことのスモールステップ例

図10 ふし浮き呼吸

(学校体育研究同志会(2012)p.59から引用)
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これは、「ふし浮きからの息継ぎ」で息継ぎ後に立っ

ていたのを、立たずに浮かんでくるまで待ち、浮いて

きたら、息継ぎをする。それを連続して行う。これは

ドル平泳法に近く、前段階の学習となっている。

そして、第７時の最後に、次時に向けて「ドル平泳

法」を紹介し、一度だけ泳いだ。

第７時のＲとＭの様子だが、ついに他の児童と一緒

にシャワーを浴びることができた。また、ふし浮きや

ふし浮きからの息継ぎも何とか習得することができ、

他の児童と同じペースで学習する様子が見られた。下

記は、Ｍが第７時終了後に書いた感想文である。

今日のプールがとても楽しかったです。じごくの

シャワーが天国のシャワーになりました。今日、け

のびができました。1・2・3・4・5・6の全部がプー

ルがいいです。（Ｍ）

「地獄のシャワーが天国のシャワーになりました」

と驚くべき変容が書かれている。Ｒ・Ｍが水に対する

恐怖感を克服できたことが、この記述から理解できる。

第８時 「ドル平泳法」で泳いでみよう

第８時の学習内容は、以下の である。

ふし浮き呼吸

ドル平泳法

第８時では、ふし浮き呼吸の学習に再度、取り組ん

だ。第７時では、浮くことと息継ぎを統合した連続動

作に戸惑い、息継ぎ後に立ってしまう児童が多かった

のが課題であったのだが、学習が進むにつれ、それも

すぐに改善され、目標距離(12.5ⅿ)に到達した児童が

多くいた。

その後、ドル平泳法に取り組んだ(図11)。

これは、ふし浮き呼吸にドルフィンキックを２回加

えれば完成する。ドル平泳法におけるキックは、進む

ためのものではなく、息継ぎ後の沈んだ体を浮かせる

ためのキックと位置づけている(学校体育研究同志会、

2012)。そのため、バタ足のように力任せに行い、疲れ

て泳げなくなる心配もなく、安心して泳ぐことできる。

ペア学習は、相手児童が「けって、けって、のびて、

パッ」のリズムを口ずさみ、それに合わせて泳ぐ方法

で行った。個人で泳ぐと浮くことや息継ぎがおろそか

になる可能性もあったので、学習序盤からこのペア学

習を徹底的に行った。結果的に、半数近くの児童が、

すぐに25ⅿを泳げ、特にふし浮き呼吸が第７時ででき

ていた児童は、ドル平泳法をスムーズに習得すること

ができた。

第８時のＲとＭの様子だが、ふし浮き呼吸やドル平

泳法の学習に懸命に取り組んでいたが、２名とも、「し

っかり伸びる」ことができず、技能習熟が十分ではな

かった。そこで、今年度の学習でふし浮きまで必ず習

得してほしいとの授業担当者の思いから、個別指導で

その課題を重点的に取り組んだ。個別指導では、浮い

てから５秒間数えるなどし、一定の時間「しっかり伸

びる」ことを意識づける学習を繰り返し行った。その

結果、「しっかり伸びる」感覚を身につけ、「リラック

スした浮き」を習得できた。

その後、ペア学習の場に戻し、引き続き、ふし浮き

呼吸、ドル平泳法の学習に取り組んだ。ある程度、泳

げるようになったことが下記のＲ・Ｍの感想文から読

み取れるが、ドル平泳法で長い距離を継続して泳ぐこ

とは習得できなった。

今日、さいごの日でした。ドル平を学びました。

あとちょっとでできたのに、できませんでした。で

も、けのびは、ペアのＣが「もうちょっとかおを入

れた方がいいよ」と言ってくれて、できました。楽

しかったです。（Ｒ）

今日は、さいごのプールです。すごく悲しかった

です。今日、ドル平をしました。できました。今日

のプールがすごく、ものすごく楽しかったです。夏

休みのプールも必ず来ます。プールがあまりにも楽

しいので、プールを習おうと思いました。短い時間

だったけど、お世話になりました。（Ｍ）

４.結果と考察

以上、「浮くこと」を基礎技術として位置づけた水泳

指導について、技能下位児童２名の技能習得プロセス

から、その有効性を検討してきた。

本研究の事例では、「呼吸法(息継ぎ)」→「姿勢(浮

くこと)」→「移動(ドル平泳法)」の順に指導した。そ

れぞれの学習では、詳細なスモールステップを設定し、

当初の指導計画に変更を加えた。

まずは、呼吸法を初期段階から重点的に指導した。

Ｒ・Ｍも水に顔をつけるたびに「苦しい」と話してい

た。そこで第３時では、「浮く・潜るときは、空気をし

っかり吸い、空気をため込み、水中では吸った空気を

吐かない」ことを繰り返し指導した。しかし、Ｒ・Ｍ
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図11 ドル平泳法

(学校体育研究同志会(2012)p.60を筆者加工)
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ともに、水への恐怖感を克服できていなかったので、

他の児童より短い時間で潜ることから学習を始めた。

その際、授業担当者はＲ・Ｍの手を持ち、一緒に潜っ

たりし、できるだけ水への恐怖感が軽減するような配

慮を行った。

この指導で、Ｒ・Ｍは水に顔をつけられるようにな

ったが、頭の先まで潜ることはできなかった。特にＲ

は、「耳に水が入る」ことを気にしていた。そこで第５

時では、「口まで→鼻まで→目まで→頭の先までつか

り、授業担当者の顔を見る」という指導を行った。そ

の結果、Ｒ・Ｍは、頭の先まで潜ることができ、特に

Ｒは、人の手を借りずに個人練習にも取り組むように

なった。

呼吸法を習得した後は、基礎技術としている「浮く

こと」を指導した。Ｒ・Ｍは、上述のとおり、潜れる

ようになったものの、水への恐怖感から体に力が入り、

体が浮いてこなかった。そこで第６時では、プールの

中にある段差を持ち、浮く感覚に慣れ親しむことから

学習を始めた。すると、Ｒ・Ｍの体から力が抜けてい

き、次第に足が浮いてきた。そして、手を離すと、２

名とも大の字浮きができ、「浮くこと」を習得できた。

「浮くこと」の習得後、Ｒ・Ｍは、時折、授業担当

者の個別指導を受けながら、ふし浮き呼吸やドル平泳

法の学習をペア学習で相手児童と技術ポイントを学び

合いながら学習を進められた。しかし、単元最後の授

業での学習内容だったので、ドル平泳法で長い距離を

継続して泳ぐことまでは習得できなかった。

以上のように、本研究では、「浮くこと」を基礎技術

として位置づけた水泳指導の有効性を検討してきたが、

技能下位児童による水への恐怖心は予想以上のもので

あり、当初の指導計画で他の児童が容易に習得できた

技能でも、技能下位児童にとって習得が困難なものが

多くあった。そこで、指導計画に修正が必要となった。

特に、水への恐怖心をもつ児童は、水中に潜ること

に課題を抱えており、「息継ぎ」の学習をすることに障

害があった。そこで、空気をしっかり吸い、空気をた

め込み、水中では吸った空気は吐かずに、段階的に潜

れるように指導する必要があった。また、技能下位児

童にとっては、顔つけであっても、大きな進歩であり、

学習課題を解決していくことによる学習意欲の高まり

もみられた。そして、そのことが、水への恐怖心を克

服していくことにも影響していた。また、技能下位児

童が「地獄のシャワー」を克服したタイミングは、「息

継ぎ」の指導過程で「空気をしっかり吸い、空気をた

め込み、水中では吸った空気は吐かず潜ること」を獲

得した段階であった。このことから、技能下位児童に

おいては、「息継ぎ」の段階で、水への恐怖心をやわら

げながら呼吸法を学習していくことが、重点的な指導

になることが示唆された。「浮くこと」は水泳指導にお

いて重要な技術であるが、その前段階において、「呼吸

法(息継ぎ)」の学習ステップが必要になると考えられ

る。

神野ら(2007)によると、小学校低・中学年では「水

しぶきや泡への嫌悪感」が恐怖心の理由の上位に示さ

れている。そのことは、本研究が対象にした技能下位

児童の事例が特別な事例ではないことを示唆している。

また、「水しぶきや泡への嫌悪感」が、「息継ぎ」を学

習していくとともに解消されたことから、水への恐怖

心も水泳の技術的な学習課題を解決していく過程で克

服させていくことが有効であると考えられる。これと

関連して、子どもが感想文に記述しているように、恐

怖心を克服することを目的とするのではなく、「空気を

しっかり吸い、空気をため込み、水中では吸った空気

は吐かず潜ることができる」という学習課題を設定し

たことで、学習の達成感が得られ、学習意欲の向上に

つながったのだろう。

５.本研究の課題

以上のように、本研究では、「浮くこと」の前段階と

なる「呼吸法(息継ぎ)」の指導が、技能下位児童の心

理的な不安感を解消する上でも重要な意義をもつこと

が示唆された。また、本単元において技能下位児童は、

呼吸法を指導することで水への恐怖心が解消されたた

め、「リラックスした浮き」を習得することもできた。

しかし、その後、他の多くの児童が「ドル平泳法」を

習得したにもかかわらず、技能下位児童はそれを習得

するには至らず、「浮くこと」による学習効果について

は十分に検討することができなかった。そのため、今

後は、「息継ぎ(呼吸)」後の「浮くこと」による指導

で、技能下位児童がどのような変容経過をたどるのか

分析し、指導内容と学習効果の構造的な解明が求めら

れる。

なお、授業担当者を中心に、2017年度も継続して実

践研究を行っており、追って、その成果を報告したい。

注

１）ドル平泳法は、泳げない児童の最大のつまずきである息継

ぎを初期段階から指導の中心に据え、浮きながら息継ぎを

して、少しずつ意識して動作する泳ぎ方である。手のかき

は平泳ぎに近く、足はドルフィンキックに近い動作をする

ことから、当時の実践校の児童によって命名された。ドル

平泳法に関しては、「学校体育研究同志会編(2012)新学校体

育叢書『水泳の授業』．創文企画」に詳しく記載されてい

る。

２）なお、実践校では、１クラス１単位時間あたり45分間与え

られていたが、学年一斉に授業を実施したため、90分間の

授業となった。

３）2016年７月中旬に行われた学級懇談会で、Mの保護者から

も同様のことを聞き取ることができた。
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